
(1) 人・ 街 ・ながた震災資料室だより 2000. 3. 17 人 ・街・ながた嚢災資料室だより (4) 

さ
れ
る
。

日
か
ら
中
央
市
場
で
か
ま
あ
げ
な
ど
と
し
て
も
出

を
仕
入
れ
る
。
漁
の
解
禁
は

二
月
二
八
日
で
、
翌

ご
が
大
き
く
な
る
と
売
れ
な
い
の
で
明
石
か
ら
の

本
場
は
駒
ヶ
林
。
垂
水
沖
で
と
れ
る
。

い
か
な

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
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長
田
区
に
来
ら
れ
ま
す

愛
知
県
の
職
員
有
志
が
つ
く
ら
れ
て
い
る

『
愛

知
長
田
の
会
』
が
、
四
月
二
十
二
日
＼

二
十
三
日

に
長
田
区
へ
来
ら
れ
ま
す
。
愛
知
県
内
の
市
戟
員

で
、
平
成
七
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
長
田
区

役
所
へ
派
遣
さ
れ
た
時
の
貴
重
な
経
験
と
体
験
を

役
立
て
た
い
と
、
意
見
交
換
の
場
と
し
て

『
愛
知

長
田
の
会
』
を
結
成
さ
れ
、
懇
親
会
な
ど
を
開
か

れ
て
い
ま
す
。

「
震
災
か
ら
五
年
の
月
日
が
流
れ
マ
ス

コ
ミ
等
の

情
報
も
少
な
く
な
り
、
自
分
達
の
目
で
長
田
区
の

復
興
さ
れ
た
状
況
を
見
た
く
な
り
、
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
、
何
も
わ
か
ら
な
い
我
々
に
色
々
お
世
話

く
だ
さ
っ

た
職
員
の
方
、
あ
る
い
は
、
避
難
所
で

人
と
人
と
の
あ
た
た
か
い
思
い
や
り
を
い
た
だ
い

た
地
元
の

方

々
と
お
会
い
で
き
れ
ば
非
常
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
」

長
田
の
味
が
全
国
へ

明
石

・
神
戸
で
は
あ
ち
こ
ち
の
家
庭
で

ゴ
の
く
ぎ
煮
」

集
め
て
作
り
方
の
講
習
会
も
行
わ
れ
る
。

く
ぎ
煮
の
歴
史
は
古
く
、

べ
ら
れ
て
い
た
。

で
も
、

弘
さ
ん
よ
り

人
・
街
・
な
が
た
／
発
行

震
災
資
料
室
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発
行
人
／
寿

広

文

編
集
人
／
武
川
・

福
谷

こ
の
時
期
に
な
る
と

が
作
ら
れ
る
。
市
内
の
主
婦
ら
を

大
正
初
め
頃
か
ら
食

中
本
さ
ん
の
お
宅

「
イ
カ
ナ

（
上
の
写
真
）

中
本
さ
ん
が
嫁
い
で
き
た
四
五
年
頃
前
に

は
す
で
に
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
が
豆
炭
で
た
い
て
い

た
。 春

。

い
か
な
ご
の
季
節
。

イ
カ
ナ
ぃ
コ
＂
く
ぎ
肴
2

第40号

只

‘

”

、

ふ
5

、
`
¥
{

、＼芯、
l

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
田
智
恵
さ
ん
よ
り

黒
沢

調味料の割合

イカナゴ 2kg 醤油 2合

砂糖 600g 生姜好みで適当に

みりんおたま 1杯

ろ
う
。

作り方

1、厚手の鍋に調味料を全部いれる。

2、最初は強火。煮立ったら蓋を取り、

ふきこぽれない程度の火加減でこ

まめにあくをとり 2時間くらい（イ

カナゴが小さい時はも う少し短

く）煮る。

3、煮詰まった ら鍋がえしを し、ざる

にあげて煮汁をきって広げて冷ま

す。 こうすると飴状態になるのを

防げる。 ヽ
さ
'

座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
十
二
年
三
月
十

一
日、

長
田
区
役
所
内
で

「震
災
か
ら
五
周
年

再

び

あ
の
被
災
地
へ
」
と

い
う
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
、
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
、
活
発
な

意
見
交
換
等
が
あ
り
ま
し
た
。

出
席
者
高
嶋
良
充
（
現
民
主
党
参
議
院
議
員
）

斉
藤
譲
（
現
公
務
員
連
絡
会
事
務
局
長）

兵
藤
宏
（
自
治
労
兵
庫
県
本
部
）

木
下
敏
郎
（
現
神
戸
市
長
田
区
長
）

清
水
誠

一

（
震
災
資
料
室
事
務
局）

司
会笠
見
猛
（
自
治
労
政
治
政
策
局
長
）

内
容①
五
年
間
の
ハ
ー
ド
面

の
復
興
と
新
た
な
課

題
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
重
要
性
と
自
治
労

③
震
災
後
の
関
係
地
域

の
賃
金

・
労
働
条
件

の
変
化

④
あ
ら
た
め
て
被
災
地

か
ら
の
発
信
・
ア
ピ

ー

レ｝
 

い
か
な
ご
の
く
ぎ
煮

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

筑
波
大
学
研
究
室
よ
り

長
田
に
来
ら
れ
ま
す
他

中
本
さ
ん
は
自
家
製
の
イ
カ
ナ
ゴ

の
く
ぎ
煮
を

埼
玉

•

岡
山
な
ど
の
親
戚
に
送
る
と

い
う
。

和
重
さ
ん
は
な
ん
と
百
件
以
上
も
の
親
戚
や
知
人

に
宅
急
便
で
送
る
そ
う
だ
。
神
戸

に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
イ

i
:

＇

j
i

ふ
~

カ
ナ
ゴ
は
、
春
の
た
よ
り

と
な
っ
て
そ
れ
を
待
っ
人

の
も
と
へ
届
け
ら
れ
、
し

ば
ら
く
の
間
全
国
の
食
卓

を
か
ざ
っ
て
い
く
こ
と
だ
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(3) 人・街・ながた震災資料室だより 人・街・ながた震災資料室だより (2) 

避
筑

難
波

戸i
大
学

務 社

の 都市 会工
調

査 夏：
研
研

究
究
室

筑
波
大
学
社
会
工
学
系

都
市
防
災
研
究
室滝

田

真

肌
寒
い
日
差
し
の
三
月
十
七
日
、
神
戸
空
襲
を

記
録
す
る
会
の
五
十
人
は
被
災
地
・
長
田
の
街
を

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
五
十
五
年
前
を
語
り
あ
っ
た
。

長
田
区
役
所
を
出
発
す
る
に
あ
た

っ
て
、
神
社

前
商
店
街
で
昆
布
店
を
営
む
岩
田
勝
美
さ
ん

（六

七
オ
）
が
村
野
工
業
高
校
が
空
襲
さ
れ
た
状
況
を

話
さ
れ
た
。
そ
し
て
御
菅
地
区
を
南
へ
歩
い
て
梅

ケ
香
町
で
保
護
司
を
さ
れ
て
い
た
山
本
昇
作
さ
ん

（
七
六
オ
）
か
ら
敗
戦
後
の
尻
池
界
隈
の
様
子
を

う
か
が
い
続
い
て
喫
茶
「
八
重
ち
ゃ
ん
」
の
岩
木

さ
ん
か
ら
梅
ケ
香
の
謂
わ
れ
を
教
え
て
頂
い
た
。

一
行
は
増
田
製
粉
所
か
ら
キ
ャ
ナ
ル
タ
ウ
ン
を

経
て
兵
庫
図
書
館
内
に
設
け
ら
れ
て
い
る
戦
災
資

料
室
を
見
学
し
て
慰
霊
祭
が
行
な
わ
れ
る
薬
仙
寺

へ
向
か
っ

た
。

一
九
四
五

（昭
和
二
十
）
年
三
月
十
七
日
の
神

戸
大
空
襲
は
、
東
京

（三
月
十
日
）
名
古
屋

（同

十
二
日
）
大
阪
（
同
十
三
日
）
に
続
く
も
の
で
夜

中
の
二
時
五
分
に
始
ま

っ
た
。

大
震
災
時
、
被
災
者
の
当
面
の
生
活
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
、
避
難
所
を
管
理
す
る
行
政
に

と
っ
て
重
要
な
業
務
で
あ
る
。
し
か
し
、
想
定

外
か
つ
未
経
験
の
被
害

・
混
乱
状
況
の
中
で
｀

限
ら
れ
た
人
員
で
避
難
所
を
管
理
・
運
営
し
て

い
く
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

避
難
所
に
お
い
て
行
政
が
対
応
す
る
業
務
は
、

限
定
的
な
も
の
に
な
る
。

今
後
の
防
災
対
策
を
考
え
る
上
で
、
行
政
と

自
主
防
災
組
織
及
び
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力

体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
そ
の
第

一
段
階
と
し
て
、
大
震

災
時
、
避
難
所
に
お
い
て
行
政
と
自
主
防
災
組

織
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し

て
い
た
の
か
を
時
系
列
で
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

が
対
応
で
き
る
業
務
を
分
類
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
、
現
在
、
阪
神

・
淡
路
大
震
災

を
事
例
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

そ
こ
で
、
実
際
に
避
難
所
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
業
務
か
時
系
列
て
発
生
し
、
行
政

・
施
設

管
理
者

・
住
民

・
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
と
の
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
‘
を
研
究
す
る
た

め
に
調
人
11

の
協
力
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
c.

長
日
ウ
ォ
ー
ク

色
に
な
っ
た
空
か
ら
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
が
浮
か
び
あ

ヽ
り
‘、
、カ

そ
し
て
六
十
機
の

B
2
9
か
ら
焼
夷
弾
が
落

と
さ
れ
て
き
た
。
直
径
八
セ
ン
チ
・
長
さ
十
セ
ン

チ
の
筒
が
四
八
個
が
入
っ

て
い
る
焼
夷
弾
は
地
上

三
十
メ
ー
ト
ル
で
散
っ
て
七
分
間
、

燃
え
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
た
。

当
時
、

千
三
百
度
で

蓮
池
小
学
校
へ
逃
げ
た
森
田
道
子
さ
ん

は
思
わ
ず
校
庭
の
池
へ
飛
び
込
ん
だ
そ
う
だ
。
森

「今
の
長
田
の
風
景
と
当
時
の
風
景
を

「人

・
街

・
な
が
た
震
災
資
料
室
」

て
は
、
筑

波
大
学
都
巾
防
災
研
究
室

の
趣
旨
に
協
力
し
、

保
存
し
て
い
る
避
難
所
日
誌
等
の
貨

H
を
長

Ill

区
役
所
の
中
て
閲
屈
J

い
'J

に
よ
り
捉
小
し
主
し
た

卒
業
論
文

・
要
旨
紹
介

「震
災
時
に
お
け
る
避
難
所
運
営
の

主
体
別
役
割
と
時
系
列
変
化」

避
難
所
の
管
理

・
運
営
業
務
に
従
事
し
て
い

た
職
員
（
長
田
区
役
所
等
）
を
対
象
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト

・
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
を
行
い
、
震
災

時
の
避
難
所
に
お
け
る
業
務
の
実
施
主
体
（
行

政

・
施
設
管
理
者

・
住
民

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

の
状
況
と
変
化
を
分
析
｀
研
究
し
た
も
の
で
あ

る
。阪

神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、
神
戸
市
等
の
被

災
地
域
に
お
い
て
‘

-。一ャ一

万
人
を
超
え
る
被
災

者
が
避
難
所
に
避
難
し
、
開
設
さ
れ
た
避
難
所

の
数
も

て一

0

0
箇
所
を
超
え
、
ま
た
、
家
屋

の
倒
壊
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
、
当
面
の
生

活
不
安
等
か
ら
多
く
の
被
災
者
が
長
期
に
わ
た

る
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

被
災
地
域
の
行
政
は
、
事
後
処
理
の
他
、
避

田
さ
ん
は

ま
ず
照
明
弾
が
落
と
さ
れ
、

神―

p
力
工
襲
を
見
餞
す
る
会
が

神―

p
内
工
襲
も
同
じ

t
t日

たちまちピンク

I1心）） 被災 医 情 I!,・ 対 被 窓避の［ 
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《 行政が特に中心的に実施すぺき業務 》

重
ね
あ
わ
せ
る
と
平
和
の
有
り
難
さ
が
分
か
る
。

生
き
て
い
る
人
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
分
ま
で
生

き
な
く
て
は」

と
語
る
。

こ
の
日
の
空
襲
で
林
田
区

（現
長
田
区
）
兵
庫

区
、
葺
合
区

（現
中
央
区
）
が
全
滅
し、

二
千
五

百
九
十
八
人
か
亡
く
な
り
家
屋
の
焼
失
は
六
万
四

千
六
亘
戸
に
達
し
た
。

「神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会
」
は
今
年
七
月
二

十
九
・
三
十
日
に
全
国
大
会
を
神
戸
で
開
催
す
る

予
定
で
参
加
者
を
募

っ
て
い
る
。

連
絡
は
？
〇
七
八
ー
六
四
ニ
ー
ニ
五

一
八

十
日
孜
予
さ
ん

難
所
に
お
い
て
時
間
の
経
過
と
と
も
に
様
々
な

課
難
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
職
員
自
体
の
被
災
及
び
交
通
機
関

の
不
通
に
よ
り
職
員
の
出
動
に
大
き
な
障
害
が

発
生
し
、
応
援
職
員
及
び
避
難
所
の
施
設
管
理

者
（
芋
校
長

・
教
職
員

・
民
間
施
設
の
管
理
者
）

笥
の
限
ら
れ
た
人
員
し
か
い
な
い
と
い
う
状
況

↑
て
多
く

の
被
災
者
の
多
用
な
ニ

ー
ス
に
対
応

す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
た
c

阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
迎
し
て
、
避
難
所＂白

｀
ヽ

理

・
運
営
に
つ
い
て
長
期
的
に
見
る
と
、
被
災

地
域
の
復
旧
業
務
、
罹
災
証
明
の
発
行
や
義

~

金
の
分
配
等
の
事
務
的
業
務
が
増
加
す
る

こ
と

で
、
行
政
は
そ
れ
ら
の
業
務
に
多
く
の
人
員
を

さ
か
れ
る
。
ま
た
、
施
設
管
理
者
側
も
、
通
常

業
務
の
再
開
に
よ
っ
て
、
避
難
所
管
理

・
運
営

に
人
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
避
難
所
開
設
が
長
期
に
な
る
場
合
、

行
政
と
施
設
管
理
者
、
被
災
者
及
び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
の
連
携
に
よ
る
管
理

・
運
営
体
制
が
望

ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
研
究
に
お
い
て
は
、
震
災
時
、
避
難
所
に

派
遣
さ
れ
た
行
政
職
員
の
視
点
か
ら
『
震
災
時

避
難
所
に
お

い
て
、
時
系
列
で
行
政
が
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
業
務
と
、
施
設
管
理
者
及
び

住
民
（
被
災
者
）
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
任
さ

れ
る
業
務
の
分
類
』
を
し
、
今
後
の
避
難
所
に

お
け
る
管
理

・
運
営
方
策
の
立
案
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

結
論

ア
ン
ケ
ー
ト

・
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、
今
後
震

災
時
に
は
住
民
を
中
心
に
他
の
主
体
と
連
携
し
、

避
難
所
を
管
理

・
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
行
政
職
員
の
意
向
を
満
き
出

す
こ
と
が
で
き
た
c

行
政
だ
け
に
し
か
で
き
な
い
業
務
、
ま
た
は
行

政
だ
か
ら
で
き
る
業
務
は
次
の
表
で
あ
る
。
多

く
の
業
務
は
、
行
政
及
ひ
施
設
管
理
者
、
住
民

が
連
携
し
て
い
く
中
で
、
派
遣
さ
れ
た
行
政
職

員
と
し
て
は
表
の
業
務
は
最
低
限
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る̂
3

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏

ま
え
、
今
後
避
難
所
で

の
業
務

の
効
率
化
を
は

か
り
、
避
難
所
管
理

の
施
策
を
策
定
し
て
い
く

必
位
が
あ
る


